
申し込み問合せ先：国際課 
（email: studyabroad@adm.niigata-u.ac.jp） 

   

 【日 程】 平成２５年８月３０日（金）～９月２６日（木） 
  【内 容】 本プログラムは、将来国際的な場で活躍できる研究者、技術者、医師、教育者、起業家、弁護士、 

       会計士など国際的プロフェッショナル養成のための夏季実習コースで、米国カリフォルニア州サンノゼ市 

       の企業や教育機関にて、海外で活躍する日本人の指導を受けながら２週間の夏季実習を体験します。 

       後半は、英語プレゼンテーション研修や米国の大学生との交流、米国の大学や研究所・ベンチャー企業 

       などを訪問し、異なる文化や価値観を学びます。また、海外で活躍する起業家やコンサルタントによる 

       講演会、研究者や技術者とのディスカッションを行い、国際的な広い視野と専門知識の習得を 

       目的とします。 

 

  【研修先】 １）Gallasus, Inc. (http://www.gallasus.com) ﾍﾙｽｹｱ・ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ会社 

        ２）Anacor Pharmaceuticals, Inc.( http://www.anacor.com/)低分子医薬品の研究開発 

        ３）NeuroSky, Inc. (http://www.neurosky.com) 脳波を用いた制御機器の開発  

        ４）三育学院サンタクララ校 (http://www.saniku.org) 日本語補習校 

        ５）Lynbrook High School(http://www.lhs.fuhsd.org) 地元高校の日本語クラス 

        ６）Stanford University (http://www.stanford.edu) 医学、理工学などのラボ 

        ７）Trans Pacific Ventures, LLC (http://www.ventureaccess.com) ﾍﾞﾝﾁｬｰ企業ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ 

        ８）ZL Technologies, Inc.  (http://www.zlti.com/JP/company/about) 企業情報管理ｿﾌﾄｳｪｱ 

        ９）Netservice Venture Group(http://nsv.com/)ﾍﾞﾝﾁｬｰｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝ/ﾍﾞﾝﾁｬｰ投資の企画・調査 

       １０）San Jose Mercury News  (http://www.mercurynews.com) 新聞社 

       １１）Matsumoto & Associates Certified Public Accountant (http://ma-cpa.com) 会計事務所 

       １２）JTB USA, Inc. (http://www.jtbusa.com) 旅行会社 

       １３）その他、地元大学、バイオ企業など 合計１５機関にて３０名を受け入れ予定 

 

 【資 格】 学部２年、３年、４年の専門課程の学生、又は大学院生で、担当教授の推薦を受けた者。 

                各大学から若干名を募集し、受け入れ人員は各研修機関で１名～３名。 

 【費 用】研修に係る主たる費用は参加者負担とする。 

       合計 渡航に関する費用 + 約250,000円（滞在に関する費用+研修費用） 
         １） 渡航に関する費用 

           渡航費用（往復）、パスポート申請費用、ESTA申請費用、海外旅行傷害保険 

         ２） 滞在に関する費用 約160,000円 

           住居費用（ホテル又はアパート相部屋）約110,000円／月  

           現地での食費 約35,000円／月、 その他生活に要する費用 約15,000円／月 

         ３） 研修費用（現地交通費、講師謝金、消耗品費、通信費など）約90,000円 

 【備 考】パスポート及びESTA申請、往復の航空券購入、海外旅行傷害保険への加入は、 

       参加者がプログラム参加決定後に各自で行うこととする。 

             

平成25年度 鹿児島大学主催 大学連携による 

国際プロフェッショナル養成プログラム 
in カリフォルニア 

申し込み締め切り  平成25年5月22日（水） 


